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＜Cynata 社の概要＞ 
他家iPS 細胞由来間葉系幹細胞を用いた細胞治療（抗GvHD 薬）の開発を進めている再生医療ベンチャー。 

・社名： Cynata Therapeutics Limited(サイナータ・セラピューティクス) 
・社長： Dr. Ross Macdonald 
・所在地： Suite 1, 1233 High Street Armadale, Victoria 3143, Australia 
・設立： 2013 年 
・資本金： 28.8 百万豪ドル 
・事業内容： 再生医療製品の研究・開発 
 

 

 本件に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 
【報道関係】            コーポレートコミュニケーション部   TEL 03-6271-2000 

【その他】              再生医療事業部             TEL 03-6271-3030 


